
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

　

岩
見
沢
市
障
が
い
者
福
祉
計
画（
第
２

期
）と
岩
見
沢
市
障
が
い
福
祉
計
画（
第
４

期
）は
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が

と
も
に
支
え
合
い
、
障
が
い
の
あ
る
人
が

地
域
の
中
で
生
き
が
い
を
持
ち
な
が
ら
、

安
心
し
て
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
も

の
で
す
。

4平成27年5月   　　　　　　　

　
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
と
も
に
支
え
合
う
ま
ち
。

　
市
は
、
そ
の
よ
う
な
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
は
、
そ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
策

定
し
た
新
た
な
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

障がい者福祉計画（第2期障がい者福祉計画（第2期））

障がい福祉計画（第 4期障がい福祉計画（第 4期））
を策を策定定

岩見沢市
国、北海道、その他関係機関等と連携

策定委員会
公募委員、障がい者団体の代表、関
係団体の代表、有識者　　　（１７人）

計画案の作成
毅前計画の進捗状況、目標達成状
況等の分析
毅課題整理
毅施策、事業や推計値などの検討

資料の提資料の提供供

計画案の提計画案の提出出

（３月２０日答申（３月２０日答申））

障がい者福祉計画（第２期）
平成２７年度～平成３２年度

障がい福祉計画
（第４期）
平成２７年度

平成２９年度

障がい福祉計画
（第５期）※

平成３０年度

平成３２年度

※平成２９年度に第５期計画作成

入院が長くなってしまう患
者さんが、少しでも早く社
会で暮らせるように、グ
ループホーム等の支援施設
が増えて欲しい。 相談に行くだけ

でなく、集まっ
て話をする場が
欲しい。

相談支援機能の強化として
権利擁護の観点で精神保健
福祉士も配置して欲しい。

常時本人に付き添っているので家族が
気分転換できる交流の場が欲しい。

聴覚に障がいがあるので、レントゲンを撮るときの合図
にランプがつくなど、目で確認できる表示が欲しい。

※多くの方から寄せられた意見や要望から抜粋しました。

市民の皆さんから
アンケート調査や意見交換会などでの意見や要望

意見交意見交換換

作作成成
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障
が
い
者
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基

本
的
な
計
画
で
す
。
第
１
期
障
が
い
者
福

祉
計
画
の
期
間（
平
成　

年
度
か
ら
平
成

１７

　

年
度
ま
で
）に
お
け
る
制
度
改
正
や
社

２６会
構
造
の
変
化
な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
新
た
な
理
念
や
目
標
を
掲
げ
、
施

策
な
ど
を
定
め
ま
し
た
。

基
本
目
標
と
施
策
の
方
向

地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
体
制
の
充
実

毅
生
活
支
援

　

相
談
支
援
体
制
の
充
実
な
ど

毅
保
健
・
医
療

　

障
が
い
の
原
因
と
な
る
疾
病
等
の
予
防

な
ど

自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

毅
療
育
・
教
育

　

障
が
い
児
支
援
の
充
実
な
ど

毅
地
域
移
行

　

地
域
生
活
へ
の
移
行
の
促
進
な
ど

毅
社
会
参
加

　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
振
興
な
ど

毅
就
労
支
援

　

福
祉
的
就
労
の
充
実
な
ど

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
地
域
づ
く
り
の
実
現

毅
権
利
擁
護
・
理
解
の
促
進

　

権
利
擁
護
の
推
進
な
ど

毅
生
活
環
境

　

住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど

毅
情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
促
進
な
ど

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で
暮
ら
す
た

め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
を
適
切
に

提
供
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
、
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
の
提
供
に
当
た
っ

て
の
基
本
的
な
考
え
方
や
目
標
、
確
保
す

べ
き
支
給
量
な
ど
を
定
め
ま
し
た
。

基
本
目
標

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
と
も
に

支
え
あ
い
、
安
心
し
て
自
分
ら
し
い
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
う
え
で
重
要
な
、
次
の
項
目
強
化
を

基
本
目
標
と
し
ま
し
た
。

施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行

毅
地
域
生
活
移
行
者
の
目
標
値　
　

人
　

２５

福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
等

毅
一
般
就
労
移
行
者
の
目
標
値　
　

人　
３０

な
ど

　
　
　

纂　
　
　
　
　
　

纂　

　

こ
れ
ら
の
計
画
は
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
を
は
じ
め
、
教
育
・
ま
ち
づ
く
り
・
防

災
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、

総
合
的
に
各
施
策
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
、
事
業
者
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
係
機
関
、
当
事
者
、
行

政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
主
体
と
な
っ
て
役
割
を

果
た
し
つ
つ
、
協
働
・
連
携
に
よ
り
、
ま

ち
全
体
で
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
各
施
策
の
関
係
機
関
や
団
体
な

ど
と
情
報
交
換
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
事

業
内
容
の
検
証
と
評
価
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
岩
見
沢
市
障
が
い
者
福
祉
計
画

（
第
２
期
）お
よ
び
岩
見
沢
市
障
が
い
福
祉

計
画（
第
４
期
）は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
先

　

市
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
グ
ル
ー
プ

5 平成27年5月 　　　　　　　

岩 見 沢 市

障が い 者

福 祉 計 画

（第２期）

平成27年度

平成32年度

岩 見 沢 市

障 が い

福 祉 計 画

（第４期）

平成27年度

平成29年度

施策の体系

～

～


